
財務状況 

 

・ 概要 

世界的なエネルギー価格の高騰やウクライナ情勢、円安による輸入コスト

の増加による物価上昇が続く中、本学園においても光熱水費や給食の食材費

の負担が増大する一方、２０２２年度においても、主たる収入である学生生

徒等納付金が減少し、厳しい収支状況となり、経常収支差額比率は本学園の

中期計画の目標値である５%を下回る４．２%となりました。 

支出面については、大成女子高等学校において省エネ効果の高いエアコン

への更新や既存照明器具を LED 化したほか、茨城女子短期大学においては学

生寮のトイレを洋式化するなど施設整備を推進し教育環境の整備に努めまし

た。 

また、大成学園幼稚園の敷地内に新園舎を増築し保育ニーズの高い乳幼児

の定員増を図るとともに、既存園舎内の保健室を改修し体調不良児の受入体

制の整備、外壁塗装など園舎の長寿命化のための修繕や通園バスの安全確保

対策を行いました。 

学生、生徒への経済的支援としては、茨城女子短期大学においては、２０

２０年度から開始された国による高等教育修学支援制度の対象機関としてで

きる限り多くの学生に本制度を活用してもらうため、より一層の周知に努め

授業料等の減免や給付型奨学金の支給を継続的に行いました。 

大成女子高等学校においても引き続き授業料の減免など、経済的に不安を

抱えた生徒が学習、授業に専念できる環境を整えてきました。 

 

・ 資金収支計算書 

  資金収支計算書は１年間の活動に対応する全ての収入と支出の内容を明ら 

 かにして支払資金の顛末を表します。この計算書には当該会計年度に関係な 

 い取引が入っていますので、調整勘定で資金の収支が修正されます。 

  主な収入項目である学生生徒等納付金収入は６億８０６万円で、前年度比

１８７万円の減少となりました。 

  一方で、補助金収入は１０億４，９１９万円となり、前年度比８，８５５

万円の増加となりました。 

  また、支出項目の人件費支出は１０億６０３万円で、前年度比２，０５５



万円の増加となりました。 

  教育研究経費支出は２億５，８８８万円、前年度比２，９２２万円の増加

となりました。 

  管理経費支出は１億７，７４６万円、前年度比１，３３７万円の増加とな

りました。 

  施設関係支出は１億４，１７５万円、前年度比１億１，５３２万円の増加

となりました。  

  翌年度繰越支払資金は、前年度より１，００９万円増の１８億８，０８０

万円となりました。 

 

・ 事業活動収支計算書 

 事業活動収支計算書は、当該会計年度の活動に対応する事業活動収入及び

事業活動支出の内容及び基本金組入後の均衡の状態を明らかにするためのも

のです。 

 ２０２２年度の事業活動収入は１７億４，４５０万円、事業活動支出は１

６億９４６万円で基本金組入後の当年度収支差額は２，７１６万円となって

います。 

  

・ 貸借対照表 

 貸借対照表は年度末の財政状態を表します。 

 また、資金収支計算書や事業活動収支計算書は単年度の計算書ですが、貸 

借対照表は法人化以来の累積の残高です。 

 ２０２２年度の資産総額は６９億４,４９７万円、前年度末より１億２，４

９９万円の増加となりました。 

 資産から負債を差し引いた、純資産は６６億３，８０４万円、前年度末よ

り１億３，５０３円の増加となりました。 


